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献　呈　の　辞
　中国の杜甫の詩に「人生70年古来稀なり」とあるところから，70歳の長寿を祝う習わしとなっ
たそうであるが，平均寿命の延びた今日でも，石田貞夫先生が古稀を迎えられ，しかもご壮健で，
教育・研究に精進なされ，ご活躍されておられることは，誠におめでたいことであります。確か
に，石田先生は，年齢よりもお若く見えるというのが，先生を知っている人たちが，皆，異口同
音に発する感懐でございます。
　石田先生が明治大学商学部に赴任されたのは，昭和37年で，わが国の経済が高度成長期に差し
掛かった時期でした。以来，32年間の永きにわたって商学部に在任され，教育・研究はもとより，
その間，明治大学短期大学経済科長，同教務主任，明治大学大学院商学研究科委員長，明治大学
評議員などを歴任され，学部や大学の行政面にも携わり，明治大学の発展に多大の貢献をされて
こられました。
　石田先生は，学部では，商学に関する学問分野の中でも中心的な存在である貿易部門のリーダ
ーとして，貿易商務論，貿易マーケティング論，商業英語の担当教授として全体を統括し，貿易
関係の学問分野の教育指導に当たってこられました。また，大学院商学研究科では，貿易マーケ
ティング特論を担当され，多くの研究者を学界に送り込み，優れた人材を実業界に送り出して来
られました。特に，商学部の石田ゼミと言えば，ゼミナール多しと言えども，一二を争う名門ゼ
ミとして，学内はもとより他大学にも，その名が轟いているほどです。また，多くの留学生の世
話も一手に引き受けられ，留学生が石田先生を慕ってクラスに集う様を見ておりますと，これも
先生の学問に対する厳しい姿勢と，その反面，先生の持っておられる慈悲に満ちた人柄から発せ
られる人徳の成せる業であるのではないかと，常々，敬服いたしております。
　研究業績については申すまでもなく，研究業績一覧に示されているように，一貫して貿易実務
や商業英語ならびに貿易マーケティングに関する分野で，非常に多くの著書・論文を発表されて
こられました。そして昭和42年に提出された学位論文r貿易商務動態論』で商学博士の学位を取
得されました。また，貿易用語辞典を編纂され，その版は十数版を重ねるほど，学界はもとより
実業界においても，その方面における権威として，明治大学商学部の名声を高めてくださいまし
た。
　さらに，学会においては，日本商業英語学会常任理事，日本商業学会理事，日本貿易学会理事，、
日本商業英語学会相談役などを歴任され，学会の重鎮として活躍され，学会の発展に多大の貢献
をなされました。一方，日本商工会議所の日本商業英語検定試験専門委員，日本貿易振興会など，幽
学外でもご活躍され，業界を指導されて来られ，先生の活躍された領域は，常人のとうてい及ぽ
ないものであります。
　先生を慕い，また先生に育てられた中村那詮教授，諸上茂登教授は，その真摯な研究と厳格な
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講義態度とにおいて定評がございますが，これも一つには先生の真摯な性格を継承したためであ
ると言えましょう。また本年4月には，先生の後任として明治大学短期大学から迎える門下生の
一人である篠原敏彦助教授を加え，商学部の貿易マーケティング部門は，益々多彩な顔ぶれとな
り，隆盛を極めるのではないかと思われます。
　先生が，定年で退職されるのは，われわれにとって惜別の情やみ難いのでありますが，先生か
ら，しぼらくの間，兼任講師として商学部にとどまり，学生の指導に当たりたいということを伺
い，大変喜んでおります。
　私たちは，ここに記念論文集を献呈して，先生の古稀を祝賀するとともに，敬愛される先生の
一層の長寿とご清福とを心より祈念するものであります。
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